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平成25年 4月 

平成25年度第１学期開講 

工学院共通科目：講義２単位（集中講義形式） 

 

＜講義目標＞ 

英語による科学技術論文の書き方、英語による口頭発表のための能力の向上を図り、学会や国際会議における英

語論文の提出や説得力あるプレゼンテーション手法の獲得を目指す。 

 

＜授業計画＞  

 

・集中講義(第１回)「科学技術英語論文の書き方」  4月 20日(土)  （10:00～16:00：B31講義室 ） 

芝浦工業大学：山崎敦子教授による講義。 英語論文の構成、パラグラフの構成、英語論文の各項目について、

論文で用いる表現や文法項目、明確な英語論文を書くテクニック等について学ぶ。授業内で演習を行う。 

 

・集中講義(第２回)「英語論文の推敲と英語口頭発表の仕方」 5月 25日(土)（10:00～16:00：B31講義室 ）

芝浦工業大学：山崎敦子教授による講義。第 1 回で学んだ項目を基に、自身の論文をより良くする方策を学ぶ。

また、英語口頭発表の構成、効果的なスライド、分かりやすい英語表現、口頭発表の決まり文句、質疑応答等に

ついて学ぶ。授業内で演習を行う。これを踏まえレポートの提出を求める。（詳細は講義で発表される。） 

 

・プレゼンテーション集中演習(第１回)※ （土曜日に集中演習 ） 

各受講者が英語によるプレゼンテーションを実施。クリアな発表方法、論理的な流れ・内容構成、聴衆の注意を

引く技術、有益な表現法等をプレゼンテーションの実践を通じて取得する。 

 

・プレゼンテーション集中演習(第２回)※ （土曜日に集中演習 ） 

第１回プレゼンテーション演習を踏まえて、再度、各受講者が英語によるプレゼンテーションを実施。説得力の

ある効果的なプレゼンテーション手法を獲得する。 

 

※プレゼンテーション集中演習は、７名程度の少人数クラスを編成（最大７クラス）。 

外部英語研修機関の講師（ネイティブ・スピーカー）によるプレゼンテーション演習（全て英語）を実施。 

※6月～8月の連続する土曜日に集中演習を２回行う（＊講義スケジュール参照）。 

 

＜受講条件＞ 

①受講者の選抜・クラス分けのために英語力試験を実施する。 

②プレゼンテーション集中演習のクラス数に制限があるため、５０人程度以内に受講者数を制限する。 

③工学院・情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）の博士後期課程在籍者を

優先的に選抜する。 

④上記の通り、集中講義終了後、受講者はレポートを提出すること。尚、集中講義・集中演習（計4回）のう

ち一度でも欠席をした場合、単位は認定されません。 

 

 

 

 

  

実践科学技術英語 ～受講案内～ 
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平成25年度「実践科学技術英語」講義スケジュール 

4月 4日（木） オリエンテーション（場所：Ｂ32 講義室、時間：16：45～） 
         

4月 9日（火） 受講申請書提出〆切、12：00（正午） 

 

4月 11日（木）英語力試験の実施 （場所：Ｂ32 講義室、時間： 16：45～） 
        予備日 4 月 12 日（金）16：45～（L200 演習室） 
 

4月 16日（火） 受講者の選定、合格者発表 

 

4月 20日（土） 第1回集中講義（山崎非常勤講師）「科学技術英語論文の書き方」 

        10：00～16：00（Ｂ31講義室） 

 

4月下旬     プレゼンテーション集中演習クラス分け、発表 

 

5 月 25 日（土） 第 2 回集中講座（山崎非常勤講師）「科学技術英語論文の書き方の続き・英語口頭発表の仕

方」  

         10：00～16：00（Ｂ31講義室） 

 

6月 15日～8月 3日    毎週土曜日にて集中演習を開講 

 

※プレゼンテーション集中演習 クラス別日程（9：00～17：00：L200、C207） 

A. クラス1、2  ：6月 15日（土）、6月 22日（土） 

B. クラス 3、4    ：6 月 29 日（土）、7 月 6 日（土） 

C. クラス 5、6    ： 7 月 13 日（土）、7 月 20 日（土） 

D. クラス 7、（8） ：7 月 27 日（土）、8 月 3 日（土）  

 
＜その他＞ 
4月 20日及び5月 25日に行われる集中講義のみを聴講することも認めます。ただし、その場合は、単位は認

定されません。＊聴講希望者は、必ず 4 月 9 日（火）の 12：00（正午）までにＣＥＥＤ事務室に「受講・聴講

申請書」を提出して下さい。 

 

外部講師等 

「集中講義」講師：山崎敦子非常勤講師 

「プレゼンテーション集中演習」実施機関： クディラアンドアソシエイト(株) 

 

担当教員 

工学系教育研究センター 行松 泰弘教授（内線6908） 

 

連絡先 

工学系教育研究センター(ＣＥＥＤ)事務室 Ｌ棟200号室 

TEL: 011-706-7163 E-mail: ceed-int@eng.hokudai.ac.jp  

URL: http://www.ceed.eng.hokudai.ac.jp/ 担当：星 
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～2013年・実践科学技術英語～

英語によるプレゼンテーション演習

パワーポイント資料作成（事前準備）

外国人講師によるレクチャー

１回目プレゼンテーション実演・ビデオ撮影

2日間の集中的な実践演習によるグローバル力の体得！

グローバル社会で成功するために必須のコミュニケーション能力とは？

その一つが「英語によるプレゼンテーションスキル」です。日本語で言う単なる「発表」

とは異なります。内容を論理的、明瞭に構築し、説得力を持たせ、聴衆にメッセージを

伝え、聴衆の質問に答え、目的を達成するためのコミュニケーション技術です。

これらの一連の技術は、練習することで身につけることができます。

ぜひこの機会を利用して、グローバル社会で活躍するための技術を習得してください。

工学系教育研究センター CEED

第
１
回

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

外国人講師による講評

＊クリアな発表方法 ＊一貫性があり論理的な流れの内容構築

＊観衆の注意を引く技術 ＊海外で通用するプレゼンテーションの原則と技術

＊有益な表現と言い回し ＊効果的な質疑応答の方法

＊効果的な資料の作成方法 ＊日本人の典型的な弱点と間違いの矯正

提供：クディラアンドアソシエイト株式会社：フランシスJ.クディラが１９６９年に設立し、グローバルビジネストレーニングや講演、セミ
ナー、英文添削、翻訳を行っております。私達は、「円滑なグローバルコミュニケーションには、相手の言葉を理解するだけではなく、言葉の背景にあ
るその国の文化、習慣、考え方を理解し障害を取り除き、お互いに異なった考え方や行動を受け入れる広い心を持つことが必要である」という基
本理念を軸に、多くの企業、学校、研究機関、行政組織の皆様に、様々な支援を行っております。

質疑応答・ディスカッション

スピーチの構成、音声面、身振り手振り、心理面など、講師が講評、アドバイスを行い
ます。ビデオを見ながらの講評もあります。自分の姿を実際に見ることで、客観的にス
キルを習得できます。

スケジュールは、別紙のスケジュール表を参照下さい。

資料修正と復習 2回目プレゼンテーション・質疑応答・講評

講
評

第
２
回

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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平成 25 年 4 月 

目的 

学部 3 年生・4 年生、大学院学生の英語による基盤的なコミュニケーション能力の向上を図るとともに、獲

得した英語力を生かして、国際性啓発教育プログラム等への積極的な参加を促すため、外部研修機関によ

る学内での英語講座を実施。 

 

講座の内容 

下記の外部英語研修機関による少人数の英語クラスを開設。 

受講料については、CEED が 2/3 程度を補助するので、学生負担は以下の額となる。 

①ビジネス英語コース(実施機関：IAY) 

受講料の学生負担は 12，000 円（教科書代金は別）。 

1 クラスは原則として 7 人～10 人でレベル別に構成。 

②TOEFL 真剣学習コース、夏季集中 TOEIC コース(実施機関：SEA 国際教育研究所) 

 TOEFL 真剣学習コース：受講料の学生負担は 20,000 円（教科書代金は別） 

 TOEIC 夏季集中コース：受講料の学生負担は 15,000 円（教科書代金は別） 

 1 クラスの人数が 6 人未満になる場合は、そのクラスを開設しない場合がある。1 クラス最大 12 人で構

成予定。 

③ビジネス英語コース受講希望者が定員を超過する場合は、抽選の上、結果とレベルチェック確定時刻を 

4 月 15 日 12：00（正午）に CEED ホームページと掲示にて発表する。 

④TOEFL 真剣学習コース受講希望者が定員を超過する場合は、抽選の上、結果を 4 月 15 日 12：00（正午）

に CEED 

  ホームページと掲示にて発表する。 

 

受講条件 

①学部 3 年生・4 年生、工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）

の大学院生を対象とする。（以前同講座に参加した学生も受講可） 

②受講者のクラス分けと英語力測定のためにレベルチェック・スクリーニング試験を実施する。 

③レッスンには遅刻や欠席がないように努めること。また、宿題の履行、予習、復習に努めること。 

④ビジネス英語コース受講者のうち希望する者は、受講後の 7 月 6 日に行われる TOEIC 試験を受験するこ

とができる。この場合、受験料は CEED が全額支給するが、結果を CEED に提出すること。なお、直近 2
年以内に TOEIC、TOEFL、IELTS、英語検定試験を受験している場合は、スコア、または証明書を受

講前に CEED に提出すること。 
⑤TOEFL 真剣学習コース受講希望者は、TOEFL 真剣学習コースの受講前に行われる模擬 TOEFL 試験を必

ず受験するとともに、受講後の TOEFL 到達度チェック試験と合わせて、受講後半年以内に、TOEFL 試

験を受験し、結果を CEED に提出すること。遅刻や欠席が２回までの学生には受講後の認定により、受

講後に TOEFL を受験する際、受験料の一部として 1 万円を支給する。なお、受講前の模擬試験に関し

て、直近 2 年以内に TOEIC、TOEFL、IELTS を受験しスコアを持っている場合は、CEED にスコアを

提出することで、試験を免除とする。 

⑥受講者はインターンシップに積極的に応募・参加することが求められる。 

 

クラス開催日時・場所 

5 月～7 月までの間、10～15 回（１～2 回／週）のクラスを学内で開催する。 

TOEIC 夏季集中コースは 8 月の夏休休業中に開催する。 

＊ビジネス英語コースは 90 分・週２回(全 15 回)＋IAY 大通校フリーレッスン 12 回)。月・水クラスは 5 月

CEED 補助事業「Brush-Up 英語講座」～受講案内～ 
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13 日、火・木クラスは 5 月 14 日スタート。 

＊TOEFL 真剣学習コース 150 分・週１回(全 10 回) 、5 月 17 日スタート。別紙スケジュール参照。 

 

受講手続き （重要） 

＜ビジネス英語コース＞ 
・受講希望者は、誓約書にレベルチェック個別インタビュー試験の希望日時を必ず記載のうえ受講申請書

と合わせて、〆切までに CEED へ直接持参し提出（メールでは受付ません）。 

・定員数を超過した場合は、抽選をする。CEED に誓約書を提出した際、受付番号が記載された紙を受け取

る。4 月 15 日 12：00（正午）に CEED ホームページと掲示にて、受講決定者の受付番号とレベルチェッ

クの確定日時を発表するので、必ず確認すること。 

 

＜TOEFL 真剣学習コース＞受講希望者は、受講申請書と合わせて TOEFEL コース専用の誓約書を〆切まで

に持参すること。定員数を超過した場合は、抽選をする。CEED に誓約書を提出した際、受付番号が記載

された紙を受け取る。4 月 15 日 12：00（正午）に CEED ホームページと掲示にて、受講決定者の受付番

号を発表するので、必ず確認すること。 

 

・オリエンテーション 4 月 4 日（木）16：45～ （Ｂ32 講義室） 

・受講申請書・誓約書提出〆切 4 月 12 日（月）正午までに受講申請書と誓約書を CEED へ直接持参し提  

 出 

※ビジネス英語受講希望者は、誓約書にレベルチェック希望日時を記入すること。 

※メールでは受け付けておりません。 

 

なお、TOEIC 夏季集中コースは 6 月頃に募集開始する。 

 

 

＊レベルチェック・スクリーニング試験＊ 

 
＜ビジネス英語コース＞  
◆レベルチェックとは（その目的）： 

ネイティブ講師と英語による 10 分間の個別インタビュー（レベルチェック）を行います。これにより、

受講予定者のレベルを把握し、それに伴いクラス分けを実施します。 

 

◆レベルチェックの予約について： 

- 下記の日程で個別のレベルチェックを行います。 

 

・4 月 18 日(木)＆4 月 19 日（金） 17：00～20：30 の間で各 10 分間 

 

- 全てＬ200 講義室にて実施します。 

- インタビューの予定時間は数分～数十分前後されることが予想されるので、前後の時間に余裕を

持って参加されるようお願い致します。 

  

◆昨年度 IAY の Brush-Up 英語：英会話コースを受講された方 

・前期も再度受講される方は、前期の評価結果を今回のクラス分けの参考にしますので、今回のレベル

チェックを受けられる必要はありません。 

 

 

＜TOEFL 真剣学習コース＞  

◆SEA 国際教育研究所にて、下記の日程・時間帯で模擬 TOEFL 試験を実施します。 

  

4 月 17 日（水）SEA 国際教育研究所にて 17：00～21：00 

※直近 2 年以内に TOEFL、TOEIC、IELTS を受けた方は、スコアを提出して下さい。 

その場合は、模擬 TOEFL 試験を受ける必要はありません。 
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平成 25 年度「前期 Brush-Up 英語講座」スケジュール 

 

4 月 4 日（木） オリエンテーション 16：45～18：00（場所：B32 講義室） 
 
4 月 12 日（金） 受講申請書・誓約書提出〆切 12：00（正午） 
             ※TOEIC 夏季集中コースは除く  

 
4 月 15 日（月）      12：00（正午） 

受講決定者の受付番号とレベルチェック確定時刻を CEED 
ホームページと掲示にて発表。   
            

4 月 17 日（水）         SEA 模擬 TOEFL 試験 
  (場所：SEA 国際教育研究所) 

                17：00～21：00 
 
4 月 18 日（木）＆4 月 19 日（金） IAY レベルチェック個別インタビュー試験 
    17：00～20：30（場所：Ｌ200 演習室） 
               

                    
4 月 23 日（火）        TOEFL コース：受講クラスの決定（ SEA よりメールにて通知） 
4 月 23 日 （火）       ビジネス英語コース：クラス分けの決定（IAY よりメールにて通知） 

                
4 月 24 日（水）～5 月 1 日（水）IAY/SEA からの通知メールに沿い銀行振込にて 

受講料等を送金 
 

5/17（金）～7/26（金） 「Brush-Up 英語講座」の開始 TOEFL 真剣コース 
5/13（月）～7/1（月）   ビジネス英語 月・水クラス 
5/14（火）～7/4（木）   ビジネス英語 火・木クラス 

※6/6 北大祭、6/28 体育祭は除く 
 

8/5（月）～8/10（土）     TOEIC 夏季集中 240 分×6 日間  
 
7 月 6 日(土)       ビジネス英語コース終了後の TOEIC 試験  
    
7 月 27 日（土）9：30-13：30     TOEFL コース終了後の TOEFL 到達度チェック試験 
7 月 31 日（水）17：00-21：00     (場所：SEA 国際教育研究所)  

 

担当教員： 工学系教育研究センター 行松 泰弘 教授（内線 6908） 

連絡先 

工学系教育研究センター(CEED)事務室 Ｌ棟 200 号室 

TEL: 011-706-7163 E-mail: ceed-int@eng.hokudai.ac.jp 
URL: http://www.ceed.eng.hokudai.ac.jp/  担当：星(内線 7163) 
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2013 年 5～7 月   ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊ビジネス英語（月・水）①②16:45-18:15 ③④18:30-20:00 全 15 回 

＋フリーレッスン  12 回 

          （火・木）⑤⑥16:45-18:15 ⑦⑧18:30-20:00 全 15 回 

＋フリーレッスン 12 回 

     
＊TOEFL 真剣コース(金) 16:45-19:15 全 10 回 

 

2013 年 5 月  Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

 
 

 
 

5/1 
 

2 
 

3 
 

4 5 

6 
 
 

7 
 
 

8 
 
 

9 
 
 

10 
 

11 12 

13 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

14 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 
 

15 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

16 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 
 

17 
 
TOEFL 1 

18 19 

20 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

21 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

22 
 
ビジネス①②③④ 
 
 
 

23 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

24 
 
TOEFL 2 

25 26 

27 
 
ビジネス①②③④ 
 
 
 

28 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

29 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

30 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

31 
 
TOEFL 3 
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2013 年 6 月     ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊ビジネス英語（月・水）①②16:45-18:15 ③④18:30-20:00 全 15 回 

＋フリーレッスン  12 回 

          （火・木）⑤⑥16:45-18:15 ⑦⑧18:30-20:00 全 15 回 

＋フリーレッスン 12 回 

     
＊TOEFL 真剣コース(金) 16:45-19:15 全 10 回 

 
 

2013 年 6 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

6/
1 

2 

3 
 
ビジネス①②③④ 
 

4 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

5 
 
ビジネス①②③④ 

6 
 
開学記念日 

7 
 
TOEFL 4 
 

8 9 

10 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

11 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

12 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

13 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

14 
 
TOEFL 5 
 

15 16 

17 
 
ビジネス①②③④ 
 

18 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

19 
 
ビジネス①②③④ 
 

20 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

21 
 
TOEFL 6 

22 23 

24 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

25 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

26 
 
ビジネス①②③④ 
 
 

27 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

28 
 
運動会 

29 30 
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2013 年 7 月     ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊ビジネス英語（月・水）①②16:45-18:15 ③④18:30-20:00 全 15 回 

＋フリーレッスン  12 回 

          （火・木）⑤⑥16:45-18:15 ⑦⑧18:30-20:00 全 15 回 

＋フリーレッスン 12 回 

     
＊TOEFL 真剣コース(金) 16:45-19:15 全 10 回 

 
 

2013 年 7 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

7/1 
 
ビジネス①②③④ 
最終日 
 

2 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
 

3 
 
 

4 
 
ビジネス⑤⑥⑦⑧ 
最終日 
 

5 
 
TOEFL 7 

6 ビジネス

終了後
TOEIC 
試験 

7 

8 
 
 

9 
 
 

10 
 
 

11 
 
 

12 
 
TOEFL 8 
 

13 14 

15 
 
 
 

16 
 
 

17 
 
 
 

18 
 
 

19 
 
TOEFL 9 
 

20 21 

22 
 
 

23 
 
 

24 
 
 

25 
 
 

26 
TOEFL 10 
最終日 
 

27 28 

29 
TOEFL 到達度チェ

ック試験 
 
 

30 
 
 

31 
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受講料の一部を補助 ！
学内開催！！

Center for Engineering
Education Development 工学系教育研究センター

ビジネス英語コース（実施機関：IAY)
即戦力を身につけたい人へ

・7～10人の少人数制、90分×15回
・会議や商談でイニシアチブが取れる交渉力と応用力を養います。
・ビジネスメールに対応できる語彙力と表現力、ビジネスシーンにふさわしい会話力とマナーを
身につけます。

・IAY大通校の無料フリートークレッスン（60分）12回付き TOEICI試験料全額補助
・受講料の学生負担は12,000円 テキスト代

TOEFL真剣学習コース(実施機関：SEA国際研究所）

本気で留学・インターンシップを目指す人へ

・最大12名の少人数制 150分×10回
・経験豊富なネイティヴ講師による参加型の講義で、Reading ・Listening ・
Writing ・Speakingスキルをバランス良く伸ばします。

・個別海外進学ガイダンス付き（予約制）
・受講料の学生負担は20,000円 テキスト代

TOEIC夏季集中コース（実施機関：SEA国際研究所）

就職や大学院入試の準備をしたい人へ

・最大12名の少人数制 240分×6日間
・基礎力強化と試験対策＆ディスカッションで実用的な英語力取得と
TOEIC点数アップを目指します。

・受講料の学生負担は15,000円 テキスト代
※6月頃募集開始のお知らせをします。

受講申請〆切 4月12日（金） 12：00（正午）
レベルチェック ビジネス英会話 4月18（木）,19日（金） 17：00～20：30（場所：Ｌ200演習室）
スクリーニング試験 TOEFL真剣コース 4月17日（水） 17：00～21：00（場所：SEA）

※工学部3・4年生、工学院、情報科学科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）
が対象です。
詳しくは、ＣＥＥＤ事務室（L200）http://www.ceed.eng.hokudai.ac.jp 電話：706‐7163 担当者：星

 

資料２－４
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Center for Engineering Education 
Development  

工学系教育研究センター 

 
     

 

 

 

平成 25 年 6 月 

 

目的 

学部 3 年生・4 年生、大学院学生の英語による基盤的なコミュニケーション能力の向上を図るとともに、獲

得した英語力を生かして、国際性啓発教育プログラム等への積極的な参加を促すため、外部研修機関によ

る学内での英語講座を実施。 

 

講座の内容 

下記の外部英語研修機関による少人数の英語クラスを開設。 

受講料については、CEED が 2/3 程度を補助するので、学生負担は以下の額となる。 

＊TOEIC 夏季集中コース (実施機関：SEA) 

受講料の学生負担は 15，000 円（教科書代金は別）。 

 1 クラスの人数が 5 人未満になる場合は、そのクラスを開設しない場合がある。1 クラス最大 12 人。 

 

受講条件 

①学部 3 年生・4 年生、工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）

の大学院生を対象とする。（以前同講座に参加した学生も受講可） 

②レッスンには遅刻や欠席がないように努めること。また、宿題の履行、予習、復習に努めること。 

③受講希望者は、TOEIC 夏季集中コース開始前に行われる模擬 TOEIC 試験を必ず受験するとともに、コ

ース終了後の 9 月 29 日（日）に行われる TOEIC 試験を受験し、結果を CEED に提出すること。試験の

受験料は全額 CEED が負担する。 
④受講者はインターンシップに積極的に応募・参加することが求められる。 

 

クラス開催日時・場所 

8 月 5 日（月）～8 月 10 日（土）の 9 時～13 時 20 分（20 分休憩を含む）のクラスを北大工学部Ｎ棟 

303 講義室で開催する。 

 

受講手続き （重要） 

・受講申請書と誓約書は CEED のホームページからダウンロードできる。また CEED の事務室でも配布する。 

・受講希望者は、受講申請書と誓約書を 6 月 28（金）CEED へ直接持参し提出すること。（メールでは受付

けません） 

・受講料は SEA からのメールに従い、7 月 1 日（月）～7 月 5 日（水）の間に振り込むこと。 

・テキストは「TOEIC テスト完全攻略リスニング１０回模試・解説つき」と「TOEIC テスト完全攻略リーデ

ィング１０回模試・解説つき」（合計 4,998 円）7 月 5 日までに北海道大学生協書籍部北部店にて購入す

ること。 

 

今後開催予定の夏季講座  

＊4 泊 5 日英語合宿（実施機関：オレンジバード） 

 9 月 25 日～9 月 29 日 大滝セミナーハウスで実施予定。詳細は 7 月 1 日に掲示と CEED のホームページ

にて 

発表する。 

 

 

 

TOEIC 夏季集中コース 受講生募集のお知らせ 

CEED 補助事業「Brush-Up 英語講座」 

資料２－６
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＊模擬 TOEIC 試験＊ 

 

 
◆模擬 TOEIC 試験とは（その目的）： 

講座開始前に受験し、受講生の英語力を把握して講師の指導に活かすとともに、講座終了後に受験する

公式 TOEIC 試験の結果と照らし合わせることで受講生の成績の変化や講座の効果を評価するために実施

する。 

 

◆模擬 TOEIC 試験の日時 

- 下記の日程で行うので、必ず出席すること。 

・7 月 10 日（水） 18：00～20：00 

・SEA 国際教育研究所(札幌市北区北 8 条西 4 丁目 1-1 パストラルビル N8 3F) 

-試験はリスニング問題から始まりますので、時間に余裕を持って参加されるようお願い致します。 
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平成 25 年度「夏季 Brush-Up 英語講座」スケジュール 

 

6 月 17 日（月） 掲示と CEED ホームページにて TOEIC 夏季集中講座募集開始 
 
6 月 28 日（金）    TOEIC 夏季集中講座 受講申請書・誓約書提出〆切 12：00（正午） 
              
7 月 1 日（月）     掲示と CEED ホームページにて 4 泊 5 日合宿募集開始 
 
7 月 1 日（月）～7 月 5 日（水）SEA からの通知メールに沿い銀行振込にて TOEIC 講座受講料等 

を送金 
 
7 月 5 日(水)      TOEIC 夏季集中講座のテキスト購入〆切 at 生協 北部書店 
 
7 月 10 日（水）    TOEIC 夏季集中講座 模擬試験 18：00～20：00 at SEA 
 
7 月 17 日（水）    4 泊 5 日合宿 受講申請書・誓約書提出〆切 12：00（正午） 
 
7 月 24 日（水）        合宿実費支払い期限 CEED 事務室にて現金支払い 

（お釣りのないようにお願いします）     
 

8/5（月）～8/10（土）     TOEIC 夏季集中講座 240 分×6 日間 9：00～13：20 
             （20 分休憩を含む）at 北大工学部Ｎ棟 303 講義室 
 
9/25（水）～9/29（日）  4 泊 5 日合宿 at 大滝セミナーハウス 
 
9/29（日）        TOEIC 夏季集中講座 終了後の TOEIC 試験 at 北大 

  
担当教員： 工学系教育研究センター 行松 泰弘 教授（内線 6908） 

 

連絡先 

工学系教育研究センター(CEED)事務室 Ｌ棟 200 号室 

TEL: 011-706-7163 E-mail: ceed-int@eng.hokudai.ac.jp 
URL: http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/  担当：星(内線 7163) 
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   2013 年 8～9 月   ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊TOEIC 夏季集中  240 分×6 日間 
 

2013 年 8 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

   8/1 2 
 
 

3 4 

5 
夏季休業～ 
TOEIC 
夏季集中 

6 
 
TOEIC 
夏季集中 
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TOEIC 
夏季集中 
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TOEIC 
夏季集中 

9 
 
TOEIC 
夏季集中 

10 
 
TOEIC 
夏季集中 

11 

12 13 14 
 

15 
 
 

16 
 
 

17 18 

19 
 
 

20 
 
 

21 
 
 

22 
 
 

23 
 

24 25 

26 
 
 
 

27 
 
 

28 
 
 

29 
 
 

30 
 
 

31  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

− 23 −



   2013 年 9 月     ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

※4 泊 5 日英語合宿 
 

2013 年 9 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 9/1 

2 3 4 5 6 
 

7 8 

9 10 11 
 

12 
 

13 14 15 

16 
 
 

17 
 
 

18 
 
 

19 
 
 

20 21 22 

23 
 
 
 

24 
 
 

25 
 
英語合宿 
 

26 
 
英語合宿 
 

27 
 
英語合宿 
 

28 
 
英語合宿 
 

29 
 
英語合宿 
 

30 
 
～夏季 

休業 
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Center for Engineering Education 
Development 

工学系教育研究センター 

 
 

 

 

 

平成 25 年 9 月 

 

目的 

学部 2 年生・3 年生・4 年生、大学院学生の英語による基盤的なコミュニケーション能力の向上を図ると 

ともに、獲得した英語力を生かして、国際性啓発教育プログラム等への積極的な参加を促すため、外部研

修機関による学内での英語講座を実施。 

 

ＣＥＥＤによる補助 

受講の際、受講料の 2/3 程度を補助する。 

 

講座の内容 

①下記の外部英語研修機関による少人数、レベル別の英語クラスを開設。 

アカデミック科学英語リスニング＆スピーキングコース（実施機関：SEA 国際教育研究所）  

 １クラスは最大 12 人でレベル別に構成。 

②受講料については CEED が 2/3 程度を補助するので、学生負担額は教科書代込みで 21、300 円。 

 

受講条件 

①学部 2 年生・3 年生・4 年生、工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導す

る学生）の大学院生を対象とする。以前に Brush-Up 講座に参加した学生も受講可。 

②受講者のクラス分けと英語力測定のためにレベルチェック・スクリーニング試験を実施する。 

③レッスンには遅刻や欠席がないように努めること。また、宿題の履行、予習、復習に努めること。 

④受講前のレベルチェック・スクリーニング試験に関して、直近 2 年以内に TOEIC,TOEFL,IELTS,英語検定

試験を受験しスコア、または証明書を持っている場合は、CEED にスコア、または証明書を提出すること

で試験を免除とする。 

⑤受講者はインターンシップに積極的に応募・参加することが求められる。 

 

受講人数・クラスの設定 

① 受講希望者が 6 人未満となる場合には、コースを開設しない場合がある。 

② 受講希望者が 10 人未満の場合には、１クラスのみ開催する。 

③ 1 クラス、最大 12 名で構成予定。レベル別で分けた 2 クラスを開催予定。 

 

クラス開催日時・場所 

10 月～1 月までの間、120 分・週 1 回（全 13 回）のクラスを学内で開催する。 

レベルチェック・スクリーニング試験の結果によりレベル分けをし、以下の時間・場所で開催する。 

10 月 29 日（火）スタート。 

別紙スケジュール参照。 

 

時間：16：30～18：30、18：45～20：45 

場所：工学部 L200 演習室 

 

 

受講手続き（重要） 

・レベルチェック・スクリーニング試験の受験可能日を受講申請書に記載のうえ、誓約書と共に 10 月 16

日正午までに CEED へ直接持参し提出。（メールでは受付けません） 

ＣＥＥＤ補助事業「Brush-Up 英語講座」～受講案内～ 
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・直近２年以内に TOEIC,TOEFL,IELTS,英語検定試験を受験しスコア、または証明書を持っている場合は、

そのスコア、または証明書を受講申請時に受講申請書と誓約書と共に提出すること。提出することでレ

ベルチェック・スクリーニング試験を免除とする。 

・レベルチェック・スクリーニング試験日のどちらとも受験が不可の場合は、申込をする際に必ず CEED 事

務室まで申し出ること。 

・受講者確定後に SEA から案内のメールが届くので、メールに従い 10 月 17 日（木）～10 月 23 日（水）の

期間中に受講料とテキスト代を指定された SEA の銀行口座に振り込むこと。 

・オリエンテーション 10 月 8 日（火）16：45～ （B12 講義室） 

・受講申請提出〆切  10 月 16 日（水）正午まで 

 

 

＊レベルチェック・スクリーニング試験＊   

 
◆レベルチェックとは（その目的）： 

筆記試験とショートインタビューによる試験を受けて頂きます。 

これにより、受講予定者の英語レベルを把握し、それに伴いクラス分けを実施します。 

 

- 試験は工学部 C214 にて SEA 国際教育研究所の講師により行われます。 

 10 月 24 日（木）、10 月 25 日（金） 工学部Ｃ214 講義室 

                   16：45～ 

    

  -時間に余裕を持って参加されるようお願い致します。 

  

◆直近２年以内に TOEIC,TOEFLiBT,IELTS，英語検定試験を受験した方： 

直近２年以内に TOEIC,TOEFL,IELTS,英語検定試験を受験しスコア、または証明書を持っている場

合は、そのスコア、または証明書を今回のクラス分けの参考にしますので、CEED に提出すること

でレベルチェック・スクリーニング試験を免除します。 
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平成 25 年度「後期 Brush-Up 英語講座」スケジュール 

 

   

    9 月 24 日（木）      研究室へ受講案内送付、ポスター掲示の開始 
 

10 月 8 日（火） オリエンテーション 16：45～17：45 
（場所：B12 講義室） 

 
10 月 16 日（水） 受講申請書・誓約書提出〆切 12：00（正午） 
              

            
10 月 17 日（木）～10 月 23 日（水） SEA からの通知メールに沿い 

銀行振込にて受講料等を送金 
 
10 月 24 日（木）25 日（金）    レベルチェック・スクリーニング試験 

      (場所：工学部Ｃ214 講義室) 
                    16：45～       
 
10 月 28 日（月）            受講クラスの決定（ SEA よりメールにて通知） 
 
10 月 29 日（火）～1 月 28 日（火）「アカデミック科学英語リスニング＆スピーキングコース」 

   （場所：工学部Ｌ200 演習室） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当教員： 工学系教育研究センター 行松 泰弘 教授（内線 6908） 

 

連絡先 

工学系教育研究センター(CEED)事務室 Ｌ棟 200 号室 

TEL: 011-706-7163 E-mail: ceed-int@eng.hokudai.ac.jp 
URL: http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
担当：星(内線 7163) 
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2013 年 10 月～2014 年 1 月   

 ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊アカデミック科学英語 ①16:30-18:30 ②18:45-20:45 全 13 回 

 
 

 

 

 

2013 年 10 月  Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

 
 

10/1 
 

2 
 

3 
 

4 
 

5 6 

7 
 
 

8 
 

オリエンテー

ション 16：45～ 

9 
 
 

10 
 
 

11 
 

12 13 
 
 

14 
 
 
 
 

15 
 
 

16 
 
受講申請〆切 
１２：００正午 
まで 

17 
  
 

18 
 
受講料振り込み期間 
17 日～23 日 

19 20 

21 
 

22 
 

23 
 
 
 

24 
レベルチェック・

スクリーニング

試験 

25 
レベルチェック・

スクリーニング

試験 

26 27 
 

28 
 
 
 

29 
 

アカデミック 

科学英語 

30 
 
 

31 
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2013 年 11 月      
≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊アカデミック英語 ①16:30-18:30 ②18:45-20:45 全 13 回 
 

 

2013 年 11 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

 
 

 
 

 
 

 
 

11/1 
 

2 3 

4 
 

5 
 

アカデミック

科学英語 

6 7 8 
 

9 10 

11 
 
 

12 
 

アカデミック

科学英語 

13 
 
 

14 
 

15 
 

16 17 

18 
 

19 
 

アカデミック

科学英語 

20 
 

21 
 

22 23 24 

25 
 
 
 

26 
 

アカデミック

科学英語 

27 
 
 

28 
 

29 30  

 

 

 

 

 

 

 

− 31 −



 

2013 年 12 月     

 ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊アカデミック英語 ①16:30-18:30 ②18:45-20:45 全 13 回 

 
 

2013 年 12 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

      12/1 

2 
 
 

3 
 
アカデミック

科学英語 
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5 
 
 

6 
 

7 8 
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10 
 

アカデミック

科学英語 

11 
 
 
 

12 
 
 

13 
 

14 15 

16 
 
 

17 
 
アカデミック

科学英語 

18 
 
 

19 
 
 

20 
 

21 22 

23 
 
 

24 
 
アカデミック

科学英語 

25 
 
 
 

26 
冬休み 
 

27 
 
 

28 29 

30 
 
 

31 
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2014 年 1 月  

    ≪Brush-Up 英語講座スケジュール予定表≫ 
 

＊アカデミック英語 ①16:30-18:30 ②18:45-20:45 全 13 回 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2014 年 1 月 Brush-Up 英語講座スケジュール 
月 火 水 木 金 土 日 

  1/1 2 3 
 
 

4 5 

6 7 
 
アカデミック

科学英語 

8 9 10 11 12 

13 14 
 
アカデミック

科学英語 

15 
 

16 
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18 19 
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科学英語 
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25 26 

27 
 
 
 

28 
 
アカデミック

科学英語 

29 
 
 

30 
 
 

31 
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最大12名の少人数制、120分×13回

※工学部2・3・4年生、工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）が対象です。

詳しくは、CEED事務室（L200）
http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
tel：706‐7163 担当：星

レベル別のクラス設定(事前にテストを受けて頂きます）

受講申請〆切：10月16日（水)12：00

MITの学部・大学院の講義映像を使用

理工科系英語に特化したテキストを使用

ネイティブ講師による全て英語のクラス

実施機関：ＳＥＡ国際教育研究所

場所：工学部Ｌ２００演習室

受講料：２１，３００円（教科書代込）

レベルチェックテスト：10月24日（木）
10月25日（金）
16：45～

（場所：工学部Ｃ214講義室）

10月8日（火）
16：45～

(場所：B12講義室）
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Center for Engineering 
Education Development  

工学系教育研究センター 

 

平成 25 年度 「学生発案型国際活動プログラム」 

～募集案内～ 
 

 

平成 25 年 7 月 

１．概要 

「学生発案型国際活動プログラム」は、学生が日常的に英語を使う機会を増やすとともに、外

国人留学生等との国際交流を活発化させることを目的とし、学生が主体的に発案、実施する国際

交流活動を公募の上選定し、その活動費を支援する事業である。 

 

２．対象 

工学院、情報科学研究科及び総合化学院（工学研究院所属の教員が指導する学生）所属の大学

院生（個人又はグループ） 

（外国人留学生による日本人学生との活動に関する提案を含む。） 

 

３．支援内容 

・優れた活動計画に対し、その活動費を支援する。支援額の上限は、１５万円とする。（予算

がなくなり次第募集を終了する。） 

   

  ・日本人、外国人が十分に交流できるような人数バランスに配慮すること。 

 

４．実施方法 

（１）以下の内容を含む「企画書」（別紙様式）をＣＥＥＤ事務室に提出。 

計画概要（目的と概要） 

実施内容（実施時期、実施方法、参加予定者等） 

必要経費 

 

（期待される活動の事例） 

・大学院生の主催による英語による研究ワークショップ 

・外国人留学生と日本人学生との文化・学術交流活動 

・外国人留学生との英語キャンプ（英語漬け活動）   など 

 

（２）計画の実現性、有効性等の観点から、支援する活動を選定。 

 

（３）選定された活動について、必要に応じて、詳細な活動内容等をＣＥＥＤと調整。 
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（４）終了後、活動結果報告書をＣＥＥＤに提出。（様式自由） 

 

５．実施スケジュール 

 公募開始   平成 25 年 7 月 22 日～平成 25 年 9 月 20 日 

 

国際活動の実施 原則として平成 25 年 10 月～平成 26 年 2 月末まで 

 

報告書の提出  活動終了後、１ヶ月以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当教員 

工学系教育研究センター 行松 泰弘教授（内線 6908） 

 

連絡先・提出先 

工学系教育研究センター(ＣＥＥＤ)事務室 Ｌ棟２００号室 

TEL: 011-706-7163 E-mail: ceed-int@eng.hokudai.ac.jp  

URL: http://labs.eng.hokudai.ac.jp/ceed/ 
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《産学連携教育プログラム開発部 資料》 

 
 
１．海外インターンシップ体験報告会 
資料 3-1  第 1 回（2013 年 5 月 13 日開催）ポスター  ······································  45 
資料 3-2  第 2 回（2013 年 7 月 11 日開催）ポスター  ·······································  46 
資料 3-3  第 3 回（2013 年 10 月 24 日開催）ポスター  ·····································  47 
資料 3-4  第 4 回（2014 年 1 月 20 日開催）ポスター  ······································  48 
 
２．インターンシップ説明会／企業説明会 
資料 3-5  平成 25 年度 NTT（2013 年 5 月 9 日）ポスター  ·······························  49 
資料 3-6  株式会社 東芝（2013 年 5 月 24 日）ポスター  ·································  50 
資料 3-7  NEC 中央研究所（2013 年 5 月 31 日開催）ポスター  ·························  51 
資料 3-8  NTT 研究所（2013 年 7 月 18 日開催）ポスター  ·······························  52 
資料 3-9  住友化学（2013 年 8 月 1 日）ポスター  ···········································  53 
 
３．インターンシップ交流協定・覚書 
資料 3-10  International Islamic University Malaysia  ·····································  54 
資料 3-11  Kasetsart University  ···································································  56 
 

４．Internship in Finland   
資料 3-12 アールト大学におけるプログラム  ····················································  58 
資料 3-13 タンペレ応用科学大学におけるプログラム  ········································  61 



主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)
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主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED)  山下(内線 6907) 
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主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)
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主催・連絡先：工学系教育研究センター(CEED) 山下(内線 6907)
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※就職内定者は除く

お申し込み
IT による流通の効率化

科学技術人材育成補助金「ポストドクター・キャリア開発事業」北大パイオニア人材協働育成システムの構築パイオニア実践プログラム科学技術人材育成補助金「ポストドクター・キャリア開発事業」北大パイオニア人材協働育成システムの構築パイオニア実践プログラム

クラウドコンピューティング

農業

高度な産業競争力高度な産業競争力

流通業製造業

医療・ヘルスケア

IT による新たな付加価値

トータルライフケアサービス 生産・流通手段のスマート化

地球環境との
共存・共生
地球環境との
共存・共生

衛星から得られる
情報活用サービス

水道・水資源の
利用効率化

宇宙

自然エネルギーの
最大活用

水スマートグリット

安心安全な社会安心安全な社会

パブリックセーフティ 公共交通

ビルオートメーション消防・防災

安全性・安全な
社会基盤を提供

快適・安全
エコを実現

移動の効率化と
付加価値創造

被災に対する支援
を実現する基盤

資料３－７

− 51 −



資料３－８

− 52 −



資料３－９

− 53 −



資料３－10

− 54 −



− 55 −



資料３－11

− 56 −



− 57 −



 

 

 
Aalto University Postal address Visiting address Tel +358 50 569 8451 www.aalto.fi/en 
School of Science  P.O. Box 15600 Otaniementie 19 Fax +358 9 470 23277 sci.aalto.fi/en/ 
Aalto Science Institute (AScI) FI-00076 AALTO Espoo, Finland VAT FI22283574 asci.aalto.fi/en/  

 

Hokkaido	University	students	visit	to	Aalto	University	(26th	Feb	to	7th	March,	2014)	 
Wednesday 26th Feb, 2014 Host Prof. Maarit Karppinen, Aalto University Department of Chemistry 

10.00‐12.00  Welcome meeting  
‐ Welcome words 
‐ Short presentation about Aalto 
University (Karppinen) 
‐ Short (5‐10 min each) 
presentations of all the eight 
Hokkaido University Exchange 
Students 

Prof. Maarit Karppinen 
Chemistry Building, Kemistintie 1 

12.00‐13.00  Joint Lunch  Prof. Maarit Karppinen 
Chemistry Building, Kemistintie 1 

13.00‐15.00  Prof. Michael Gasik short 
presentation and tour at 
Department of Materials Science 
and Engineering 

Prof. Michael Gasik 
Material Science and Engineering, 
Vuorimiehentie 2 

Thursday 27th Feb, 2014 Host Prof. Maarit Karppinen, Aalto University Department of Chemistry 

9.00‐11.00  Hands on research activity with 
PhD students from Inorganic 
Chemistry Research Group 

Hosts: Ahvenniemi, Niemelä, 
Nisula, Tiittanen 

11.00‐12.00  Lunch   
12.00‐15.00  Participation in a Weekly 

Research Meeting of Inorganic 
Chemistry Research Group 

 

16.00‐17.00  Visit to LUMARTS 
(http://luma.aalto.fi/en/) 

Host: Parkkima 

Friday 28th Feb, 2014 Host Prof. Maarit Karppinen, Aalto University Department of Chemistry 

9.00‐15.00  Hands on research activity with PhD students from Inorganic 
Chemistry Research Group 

 

15.00‐18.00  Sauna Party together with Inorganic Chemistry Students 
(http://dipoli.aalto.fi/en/organiser/aaltofacilities/laajalahti/) 

Host: Parkkima 

Monday 3rd March, 2014 Host Prof. Matti Juhala, Aalto University School of Engineering;  

9.00‐9.30  Welcome and short presentation 
about School of Engineering, 
department and study program 

Meet at 9 a.m. in Puumiehenkuja 
5 lobby 

9.30‐11.30  Visit to laboratory of automotive 
engineering;  

 

11.30‐12.30  Lunch   
12.30‐13.45  Meeting with masters´ thesis and 

doctoral students 
 

14.00‐15.30  Visit to Design Factory; 
http://www.aaltodesignfactory.fi/
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Tuesday 4th March, 2014 Host Prof. Matti Juhala, Aalto University School of Engineering;  

9.00‐10.00  Visit to ADDlab (3d printing); 
http://addlab.aalto.fi/ 

Host: Prof. Jouni Partanen 

10.00‐12.00  Participation in Mechatronic 
course project presentations 

 

12.00‐13.00  Lunch   
13.00‐14.00  To be decided   
14.00‐  Transfer to Kaivopuisto, Helsinki 

for students "laskiaisrieha" party 
 

Wednesday 5th March, 2014 Host Dr. Minna Lind, Aalto University School of Science  

10.00‐12.00  Welcome and short presentation about 
School of Science and study programs 

Meet at 10 a.m. in 
Otaniementie 19 Open 
Innovation House lobby 

12.00‐13.00  Lunch   
13.00‐14.30  Visit to Aalto Ventures Program (AVP) 

http://avp.aalto.fi/ 
Host: Kalle Airo 

14.30‐16.00  Visit New Energy Technologies 
http://physics.aalto.fi/groups/renewable/

Host: Kati Miettunen 

Thursday 6th March, 2014 Host Dr. Minna Lind, Aalto University School of Science 

9.00‐12.00  Visit to Information and Computer 
Science (ICS) http://ics.aalto.fi/en/ 

Hosts: Maarit Mantere and 
Shinnosuke Seki 

12.00‐13.00  Lunch   
13.00‐14.30  Visit to O.V. Lounasmaa laboratory;  

http://ltl.tkk.fi/wiki/LTL 
Host: Minna Günes 

14.30‐16.00  Visit to Nanomagnetism and Spintronics 
http://physics.aalto.fi/groups/nanospin/

Host: Arianna Casiraghi 

Fri 7th March, 2014 Host Dr. Minna Lind, Aalto University School of Science  

9.00‐11.00  To be decided (possible: 
AppCampus, BECS) 

 

11.00‐12.00  Visit to EIT/ICT 
http://www.eitictlabs.eu and  
HIIT http://www.hiit.fi/ 

Host: Kai Huotari 

12.00‐13.00  Joint Lunch  For all of the participants from 
Hokkaido University and Aalto 
University 

13.00‐15.00  Feedback from the Hokkaido 
University students (5‐10 min 
each)    

For all of the participants from 
Hokkaido University and Aalto 
University 
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Hokkaido	University	students	visit	to	Aalto	University	School	of	Science	(5th	to	7th	
March,	2014)	（変更後） 

Wednesday 5th March, 2014 Host Dr. Minna Lind, Aalto University School of Science  

10.00‐12.00  Welcome and short presentation about 
School of Science and AScI fellows 
research topics 

Meet at 10 a.m. in 
Otaniementie 19 Open 
Innovation House lobby 

12.00‐13.00  Lunch   
13.00‐14.30  Visit to Aalto Ventures Program (AVP) 

http://avp.aalto.fi/ 
Host: Kalle Airo 

14.30‐16.00  Visit New Energy Technologies 
http://physics.aalto.fi/groups/renewable/

Host: Kati Miettunen 

Thursday 6th March, 2014 Host Dr. Minna Lind, Aalto University School of Science 

9.00‐9.30  Visit to Nanomagnetism and Spintronics 
http://physics.aalto.fi/groups/nanospin/

Host: Arianna Casiraghi 

9.45‐12.00  Visit to Information and Computer 
Science (ICS) http://ics.aalto.fi/en/ 

Hosts: Maarit Mantere and 
Shinnosuke Seki 

12.00‐12.45  Lunch   
13.00‐14.00  Visit to O.V. Lounasmaa laboratory;  

http://ltl.tkk.fi/wiki/LTL 
Groups: (Low Temperature and 
Nanophysics) and 
(Neuroscience and ‐technology) 

Hosts: Petri Heikkinen ja Antti 
Laitinen, Tommi Himberg and 
Kaisu Lankinen  

14.00‐15.30   AScI Talks: Speaker Dr. Luca Monticelli 
(CNRS and University Lyon I) 
Title: Polystyrene Nanoparticles Perturb 
Lipid Membranes 

 

Fri 7th March, 2014 Host Dr. Minna Lind, Aalto University School of Science  

9.00‐10.00  AScI; prepare for the feedback 
presentations 

 

10.00‐11.00  Prof. Funamizu lecture: “The resources 
oriented sanitation. Its concept case in 
Burkina Faso” 

Place: Tietotie 1E, classroom 

11.15‐11.45  Visit to EIT/ICT http://www.eitictlabs.eu 
and HIIT http://www.hiit.fi/ 

Host: Kai Huotari 

12.00‐13.00  Joint Lunch 
AScI premises; Otaniementie 19; 
OIH building; 3rd floor 

For all of the participants from 
Hokkaido University and Aalto 
University 

13.00‐14.30  Feedback from the Hokkaido University 
students (5‐10 min each)    

For all of the participants from 
Hokkaido University and Aalto 
University 
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Group 1

Mon10.3. Tue 11.3. Wed 12.3. Thu 13.3. Fri 14.3. Sat 15.3. Sun 16.3.

9 Welcome, B2-26
5K00BH09-3002 Projects in Machine
Automation, Mika Korpela, F2-25

Visit to Demola / Janne Eskola
K-11043-3003 Lujuusoppi 2, Matti
Peltola, F1-22

5C00BF96-3001 Hydraulics, Mika Ijas,
F2-25

10 Welcome, B2-26
5K00BH09-3002 Projects in Machine
Automation, Mika Korpela, F2-25

Visit to Demola / Janne Eskola
K-11043-3003 Lujuusoppi 2, Matti
Peltola, F1-22

5C00BF96-3001 Hydraulicsa, Mika Ijas,
F2-25

11 Welcome, B2-26 Visit to Demola / Janne Eskola
5C00BF96-3001 Hydraulics, Mika Ijas,
F1-05

S-04001-3001 Product project, Mika
Ijas, A1-18

12 Gettogether lunch, Cabinet B0-62
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

5K00BG92-3003 Statics, Hannu
Kivilinna, F2-33

S-04001-3001 Product project, Mika
Ijas, A1-18

13 Student Union TAMKO, B2-26
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

Degree programme in Mechanical and
Production Engineering, Presentation,
Olavi Kopponen, F1-18

5K00BG92-3003 Statics, Hannu
Kivilinna, F2-33

Y-kampus / Lauha Peltola

14 Student Union TAMKO, B2-26
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

Degree programme in Mechanical and
Production Engineering, Presentation,
Olavi Kopponen, F1-18

K-17105-3001 Marketing and
Development, Petri Pohjola

Y-kampus / Lauha Peltola

15
5K00BG92-3002 Statics, Hannu
Kivilinna, B5-20, klo 14-15

K-17105-3001 Marketing and
Development, Petri Pohjola

Y-kampus / Lauha Peltola

16

Mon17.3. Tue 18.3. Wed 19.3. Thu20.3. Fri 21.3. Sat 22.3. Sun 23.3.

9
K-12114-3001Development, Matti
Peltola, F1-04

K-11072-3005 Basics in Mechanical
Eng., Markus Aho, F1-04

Student formula
K-19202-3001 Application design, Seppo
Mäkelä, F2-25

10
K-12114-3001Development, Matti
Peltola, F1-04

K-11072-3005 Basics in Mechanical
Eng., Markus Aho, F1-04

Student formula
K-11072-3006 Basics in mechanical
Eng., Markus Aho, B2-22

Presentations

11
K-11032-3001 Industrial managent, Petri
Pohjola, F2-22

K-11072-3005 Basics in Mechanical
Eng., Markus Aho, F1-04

Student Formula Social robotics, Kimmo Vänni Presentations

12
K-11032-3001 Industrial managent, Petri
Pohjola, F2-22

K-11072-3005 Basics in Mechanical
Eng., Markus Aho, F1-04

K-12105-3001 Production Systems,
Matti Peltola, F2-34

Social robotics, Kimmo Vänni Closing remarks

13
K-11032-3001 Industrial managent, Petri
Pohjola, F2-22

K-11072-3005 Basics in Mechanical
Eng., Markus Aho, F1-04

K-12105-3001 Production Systems,
Matti Peltola, F2-34,

Reporting Project management

14
5K00BH09-3001 Project in machine
Automation, Seppo Mäkelä, Kari Jä
rvinen, F2-26, F2-29

K-12120-3002 Basics in Element
methods, Mikko Ukonaho, F2-34

O003A-7-3004 Industrial safety, Juuso
Huhtiniemi, F2-22

Reporting Project management

15
K-16302-3002 NC-technology, Tomi
Nieminen ja Juuso Huhtiniemi, F0-30,
F0-19

K-16302-3002 NC technology, Tomi
Nieminen ja Juuso Huhtiniemi, F0-30,
F0-19

K-16302-3002 NC technology, Joni
Nieminen ja Juuso Huhtiniemi, F0-30,
F0-19

Reporting Project management

16

Mon24.3.

9

10 Student Union TAMKO, B2-26

11 Student Union TAMKO, B2-26

12 Gettogether lunch, Cabinet B0-62

13 farewell reception

14

15

16

Mechanical Engineering

Tampere University of Applied Sciences   Programme
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Group 2 ICT

Mon10.3. Tue 11.3. Wed 12.3. Thu 13.3. Fri 14.3. Sat 15.3. Sun 16.3.

9 Welcome, B2-26 (another groups session) Visit to Demola / Janne Eskola (another groups session) (another groups session)

10 Welcome, B2-26 (another groups session) Visit to Demola / Janne Eskola (another groups session) (another groups session)

11 Welcome, B2-26 Visit to Demola / Janne Eskola (another groups session) (another groups session)

12 Gettogether lunch, Cabinet B0-62
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

(another groups session) (another groups session)

13 Student Union TAMKO, B2-26
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

(another groups session) Y-kampus / Lauha Peltola

14 Student Union TAMKO, B2-26
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

(another groups session) Y-kampus / Lauha Peltola

15
Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

(another groups session) Y-kampus / Lauha Peltola

16

Mon17.3. Tue 18.3. Wed 19.3. Thu20.3. Fri 21.3. Sat 22.3. Sun 23.3.

9 (another groups session) (another groups session) Student Formula (another groups session)

10 (another groups session) (another groups session) Student formula (another groups session) Presentations

11 (another groups session) (another groups session) Student formula Social robotics, Kimmo Vänni Presentations

12 (another groups session) (another groups session) (another groups session) Social robotics, Kimmo Vänni Closing remarks

13 (another groups session) (another groups session)
Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

Reporting Project management

14 (another groups session) (another groups session)
Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

Reporting Project management

15 (another groups session) (another groups session)
Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

Reporting Project management

16
Mobile devices programming  / Tony
Torp ( A3-20)

Mon24.3.

9

10 Student Union TAMKO, B2-26

11 Student Union TAMKO, B2-26

12 Gettogether lunch, Cabinet B0-62

13 farewell reception

14

15

16
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Group 3

Mon10.3. Tue 11.3. Wed 12.3. Thu 13.3. Fri 14.3. Sat 15.3. Sun 16.3.

9 Welcome, B2-26 Business Communication/H2-28/UH Visit to Demola / Janne Eskola
Principles of Zoning/Minna Nyström-Jä
rvinen,  (NOTE the time, 8.30-11, H2-
27)

Environmental Physics 2/Jarmo Lilja (8-
11), E1-09

10 Welcome, B2-26 Business Communication/H2-28/UH Visit to Demola / Janne Eskola
Principles of Zoning/Minna Nyström-Jä
rvinen,

Environmental Physics 2/Jarmo Lilja (klo
8-11), E1-09

11 Welcome, B2-26 Visit to Demola / Janne Eskola (another groups session) (another groups session)

12 Gettogether lunch, Cabinet B0-62
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

(another groups session) (another groups session)

13 Student Union TAMKO, B2-26
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

(another groups session)
Excursion to Aamulehti printing house,
departure at 1.pm/ Päivi Viitaharju

Y-kampus / Lauha Peltola

14 Student Union TAMKO, B2-26
Proakatemia / Leena Varis & Joonas
Inha

(another groups session)
Excursion to Aamulehti printing house,
departure at 1.pm/ Päivi Viitaharju

Y-kampus / Lauha Peltola

15 (another groups session) (another groups session) Y-kampus / Lauha Peltola

16

Mon17.3. Tue 18.3. Wed 19.3. Thu20.3. Fri 21.3. Sat 22.3. Sun 23.3.

9 (another groups session) (another groups session) Student formula (another groups session)

10
Basics for Environmental Technology
and Management/Hilda Szabo (10-13,
H2-27)

(another groups session) Student formula (another groups session) Presentations

11
Basics for Environmental Technology
and Management/Hilda Szabo

Inorganic and Analytical Chemistry/Hilda
Szabo (11-14, H2-27)

Student formula
Physics Labs, Erkki Mäkinen & Anne
Leppänen 11.15-14.00, E2-12,
Social Robotics

Presentations

12
Basics for Environmental Technology
and Management/Hilda Szabo

Inorganic and Analytical Chemistry/Hilda
Szabo

TUT / Surface Science 12:30-14:00
Physics Labs, Erkki Mäkinen & Anne
Leppänen 11.15-14.00, E2-12,
Social Robotics

Closing remarks

13
Structure and Function of
Ecosystems/ELV (13-16, H2-27/Field
work)

Finnish for Foreigners/Marja Oksanen,
(13-16, B6-31b)

TUT / Surface Science 12:30-14:00 Reporting Project management

14
Structure and Function of
Ecosystems/ELV

Finnish for Foreigners/Marja Oksanen TUT / Surface Science 12:30-14:00 Reporting Project management

15
Structure and Function of
Ecosystems/ELV

Finnish for Foreigners/Marja Oksanen (another groups session) Reporting Project management

16

Mon24.3.

9

10 Student Union TAMKO, B2-26

11 Student Union TAMKO, B2-26

12 Gettogether lunch, Cabinet B0-62

13 Farewell reception

14

15

16

Environmental Eng.     Paper Technology
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1 
 

《ＣＥＥＤ web ページによる広報》 

 ｅラーニングコンテンツの配信・制作、及びその活用方法などの広報を目的に CEEDweb

ページに掲載したページを、以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ｅラーニング配信 
（２） 講義を視聴したいときは 
（３） ｅラーニング利用による単位認定につい

て 
（４） 配信科目一覧 
（５） システム利用マニュアル（学生向け） 
（６） システム利用マニュアル（教員向け） 
（７） うまく視聴できないときは 
（８） ｅラーニング制作 
（９）ｅラーニングシステム開発部の取り組み 
 
（１０）コンテンツ制作の流れ（撮影、校正、配

信など） 
（１１）撮影スタジオと機材紹介 
（１２）コンテンツのいろいろな活用方法 
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（１） ｅラーニング配信 
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（２） 講義を視聴したいときは 
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（３）ｅラーニング利用による単位認定について 
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（４）配信科目一覧 
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10 
 

（５） システム利用マニュアル（学生向け） 
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（６） システム利用マニュアル（教員向け） 
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（８）  
（９）  
（１０）  
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（３６）  
（３７）  
（３８）  
（３９）  
（４０）  
（４１）  
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（７）うまく視聴できないときは 
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（８）ｅラーニング制作 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

− 85 −



20 
 

− 86 −



21 
 

 
（９）ｅラーニングシステム開発部の取り組み 
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（１０）コンテンツ制作の流れ（撮影、校正、配信など） 
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（１１）撮影スタジオと機材紹介 
（４４） 

 

− 92 −



27 
 

（１２）コンテンツのいろいろな活用方法 
（４５） 
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《報告書 4.3.3 項 (3) ⑤北大 OCW、北大 iTunes U にｅラーニングコンテンツ

ダイジェスト版投稿》の詳細について 

 ｅラーニングシステム開発部の広報を目的に、CEED の web ページ以外で実施した広報活

動のうち、北海道大学オープンコースウェア（以下、OCW）および iTunes U に提供した工

学系大学院講義のダイジェスト版動画について、当該ページを以下に示す。 

【OCW ダイジェスト版掲載場所】 
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【iTunes U ダイジェスト版掲載場所】 
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